
「原子力産業セミナー」
昨年度実績

平成19年9月28日

社団法人日本原子力産業協会



昨年度セミナーの実施概要

日 時 ：平成19年2月8日(木)

場 所 ：TEPIA エクジビションホール
（東京都港区北青山）

来場学生数：40大学 約200名

参加会員企業数：25社(うち22社が採用活動)

講演：４件



昨年度セミナー風景



①「生涯の仕事に原子力を選択することの意味」 高木 直行 氏

東京電力株式会社 原子力技術・品質安全部 将来構想Gr

東京工業大学 原子炉工学研究所 特任助教授、工学博士

②「原子力産業で働く、とは？」小川 真知子 氏

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾆｭｰｸﾘｱ･ﾌｭｴﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 炉心管理グループ

講演者リスト

③「原子力研究機関で働くことのモチベーションについて」 田川 明広 氏

独立行政法人日本原子力研究開発機構

次世代原子力ｼｽﾃﾑ研究開発部門 FBRﾌﾟﾗﾝﾄ技術ﾕﾆｯﾄ ﾅﾄﾘｳﾑ技術Gr.

兼 敦賀本部 高速増殖炉研究開発ｾﾝﾀｰもんじゅ開発部 ﾌﾟﾗﾝﾄ第２課

日本原子力学会 原子力青年ネットワーク連絡会（通称ＹＧＮ）代表

④「電力会社が若手社員に求めること」 熊野 裕美子 氏

東京電力株式会社 原子燃料サイクル部 処分技術グループ



学生来場者に関する情報

早稲田大学40電気通信大学20

横浜国立大学39帝京科学大学19

山形大学38筑波大学18

武蔵工業大学37中央大学17

北海道大学36千葉大学16

法政大学35信州大学15

福井大学34上智大学14

日本工業大学33首都大学13

日本大学32芝浦工業大学12

長岡技術科学大学31埼玉工業大学11

東北大学30埼玉大学10

東京理科大学29神戸大学9

東京農工大学28慶応大学8

東京農業大学27京都大学7

東京電機大学26九州大学6

東京工業大学25神奈川工科大学5

東京経営短大24嘉悦大学4

東京海洋大学23大阪大学3

東京大学22茨城大学2

東海大学21青山学院大学1

大学院
生
50%

その他
2%

大学生
48%

　深まった
86%

　あまり深まら
なかった
2%

　普通
12%

｢原子力産業｣への理解は深まりましたか？

大学生、大学院生の比率



学生の声
（「原子力産業」についてどのようなイメージをお持ちですか？）

• 世界の将来を担う産業で、個々の企業が独
立しているのではなく、共同で成り立っている

• 将来のエネルギー源として重要な役割

• 将来性があり期待されている産業

• 原子力産業に特化した就職説明会は初めて



昨年度参加会員企業

日本原子力研究開発機構中部電力

若狭湾ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ日本ｱｲｿﾄｰﾌﾟ協会新日本空調

日本原子力発電千代田テクノル

電力中央研究所東電設計JPﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ

原子力発電環境整備機構東電工業原電事業

三菱ﾏﾃﾘｱﾙ東電環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ原子燃料工業

三菱原子燃料東京電力ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾆｭｰｸﾘｱ･ﾌｭｴ
ﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ東京エネシスｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｸﾘｴﾃｨﾌﾞ

日本原燃ﾃﾌﾟｺｼｽﾃﾑｽﾞアトックス



昨年度参加会員企業の声

• 原子力関係企業が一同に会してのセミナー

• 目的を持った学生に直接アピールでき、内定
者を得られた

• 原子力産業界全体の活性化につながる

• 自社の効果的なＰＲの場である

• 来場学生の数に物足りなさを感じた

• 広範な学部と地域の学生を集めて欲しい



昨年度セミナー後の状況

27名

選考学生数

17名85名

内定学生数
会社説明会
来場学生数

回答数：11/22社



テレビ

NHK 18時のニュース 2月8日

新聞

朝日新聞 1月20日、2月9日

中日新聞 2月27日

フジサンケイビジネスアイ 2月12日

電気新聞 2月9日

メディアの反響
朝日新聞東京本社版 朝刊 2007.2.9


